
　現在の日本の高等教育を巡る課題として、「教育の質保証」が浮上していま
す。その契機となったのは、2008年の中央教育審議会答申『学士課程教育
の構築に向けて』の公表でしたが、それ以降も各大学が自らの教育理念と目標
に基づき、学生の成長を実現する学習の場として学士課程を充実させることが
強く求められています。2012年に公表された中教審答申では予測困難な時代
に立ち向かい、時代を生き抜く力を学生が確実に身に付けるための大学教育
改革が、学生の人生と日本の未来を確固たるものにするための根幹であり、そ
のために、学士課程教育の質的転換をすすめることが不可欠であるとのメッセ
ージが公表されました。本答申では、学生の主体的な学びを確立させるための
始点が、十分な学修時間の確保であり、学士課程教育の改善の責任が大学
にあることを明確にしたのも新しい点でありました。

　本学でも、学生が主体的に学び、十分な学修時間を授業外でも確保するた
めの整備の一環として2013年にオープンしたのが「ラーニング・コモンズ」でし
た。ラーニング・コモンズでは様々な学修支援が整えられており、それらを活用す
ることで、授業内外での学修の充実が期待されています。「学生が目的意識を
持って、受け身ではなく、学びに主体的に関わり、何らかの成果につなげること」
を主体的な学びとして定義すると、近年はこうした主体的な学びを促進する方
法として、アクティブ・ラーニングが注目されるようになっています。そこには、「何
を教えるか」から「何ができるようになるか」という、教育活動の中心目標の移行
が促進され、その場合に双方向型のアクティブ・ラーニングが効果的であるとい
う認識が共有されつつあることが背景にあるといえるでしょう。その場合、従来か
ら実施されてきた座学中心の講義とともに、初年次教育やプロジェクト型学習、
プレゼンテーション、ＰＢＬ等がアクティブ・ラーニングの代表的な教授法として
普及しつつあります。
　実社会で直面する複雑・多様な正解が一つではない課題に適切に対応でき
る思考力、創造力および課題探求能力を育成するためにも、教員は、授業にお
いては、ディスカッション、学生のプレゼンテーションによる双方向対話型の授
業を展開し、学生が自ら資料や文献を探し、授業の事前・事後の学習に関わる
ことを推奨することが求められるといえるでしょう。
　また、高等教育のユニバーサル化が進行し、大学の入学者選抜が、従来のよ
うな入学者の質保証の機能を保持することは難しくなってきています。したがっ
て、多様化した学力・学習目的をもった学生への大学の教育力が期待され、そ
の結果としての高等教育の質保証を出口管理によって達成することが強く求
められていることも最近の動向です。大学全体、各学部等でのディプロマポリシ
ー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシーをしっかりと定めることに加えて、
より具体的な学修成果を評価する、つまりアセスメントという側面が加わってい
ることが教育の質保証にむけての新しい側面であるといえるでしょう。

　学習支援・教育開発センターでは、教育の質保証を推進するために、ラーニ
ング・コモンズでの様々な学修支援、全学でのナンバリング実施、そして学修成
果の把握のための教学IRの推進等を進めてきました。今回編纂する小冊子も
そうした教育の質保証の一環としての意味を持っています。アクティブ・ラーニン
グを通じて学生の主体的な学びを充実させるためにも、本小冊子に掲載されて
いる教育改善の実践例や教育方法から何らかのヒントを得て、先生がたの授
業改善や教育実践にも活用していただければと願っています。

Foreword FDハンドブックの作成に寄せて
学習支援・教育開発センター所長

Director, Center for Learning Support and Faculty Development
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